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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 33,065 5.6 △777 ― △751 ― △1,047 ―
25年3月期第1四半期 31,304 9.0 △58 ― △17 ― △401 ―

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 △1,040百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 △432百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 △62.03 ―
25年3月期第1四半期 △23.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 56,172 16,841 29.8 992.35
25年3月期 60,717 18,220 29.9 1,074.03
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  16,765百万円 25年3月期  18,145百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 0.00 ― 20.00 20.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 65,000 1.3 △250 ― △200 ― △600 ― △35.51
通期 141,000 1.2 2,300 11.7 2,400 6.3 1,000 7.3 59.19



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 （将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま
た、実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想に関する事項については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に
関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照下さい。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 17,918,252 株 25年3月期 17,918,252 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 1,023,682 株 25年3月期 1,023,682 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 16,894,570 株 25年3月期1Q 16,894,649 株
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（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年末以降の政府の景気対策への期待感から円安が進み、株

価が上昇する等、景気のゆるやかな回復の動きが見られました。しかしながら、個人消費回復への影響は限定的で

あり、先行き不透明な状況が続いております。 

このような経営環境のなか、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、事業の長期的な成長を重視し、社会

のデジタル化に対応した写真事業への変革を目指して、今年度の計画を推進してまいりました。 

① 「スタジオマリオ」を６店、「Apple正規サービスプロバイダ認定店」を６店、合計12店出店しました。「ス

タジオマリオ」６店出店のうち、「カメラのキタムラ」内への併設出店が１店、「カメラのキタムラ」がある

ショッピングセンターへの出店が３店及びショッピングセンター等への単独出店が２店です。また、「Apple

正規サービスプロバイダ認定店」６店は、全て「カメラのキタムラ」内への併設出店です。退店は10店舗実施

しました。 

② スマートフォンの販売店舗を359店舗に拡大しました。うち取扱いキャリアは、ドコモ276店舗、ａｕ76店舗、

ソフトバンク309店舗になりました。また、スマートフォンの取扱いが一目でわかる店舗デザインへの変更

を、５店舗で実施しました。 

③ スマートフォンのご契約を頂いたお客様に「スマホプリント100枚無料券」プレゼントのキャンペーンを継続

しております。（期間：平成25年６月１日～平成25年８月31日）無料体験を通じて、スマートフォンからプリ

ントすることの楽しさや品質を知ってもらうことを目指しております。 

④ スマートフォンのAndroid端末で、「カメラのキタムラ」店頭において簡単にプリントをご注文頂けるサービ

スを平成25年７月に開始しました。 

⑤ 「カメラのキタムラ」に「スマートフォン販売」、「スタジオマリオ」及び「Apple正規サービスプロバイダ

認定店」を併設した、総合併設店の出店を開始しました（高松/高松南店 平成25年６月１日）。  

⑥ 当社ネットショップをモール化し、総合的な商品の提案や、お客様の利便性向上を実現する「ｅモール」を開

発中です。キタムラ「ｅモール」物販サイトの統合は平成25年８月に開始する予定です。また、キタムラ「ｅ

モール」とイメージング部門サイトの連携は、平成25年10月末に開始する予定です。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間において当社グループの実績は、売上高33,065百万円（前年同期比5.6％

増）、営業損失777百万円（前年同期は58百万円の営業損失）、経常損失751百万円（前年同期は17百万円の経常損

失）、四半期純損失1,047百万円（前年同期は401百万円の四半期純損失）となりました。 

   

（２）財政状態に関する説明 

 （資産）  

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は56,172百万円となり、前連結会計年度末に比べて4,544百万円減少し

ました。これは主に受取手形及び売掛金が1,464百万円、未収入金が1,343百万円、商品が1,069百万円、現金及

び預金が856百万円減少したこと等によるものであります。 

  

（負債） 

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計は39,331百万円となり、前連結会計年度末に比べて3,165百万円減少

しました。これは主に賞与引当金が416百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が2,236百万円、長期借入金

が898百万円、未払法人税等が439百万円減少したこと等によるものであります。 

  

（純資産） 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は16,841百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,378百万円減少し

ました。これは主に利益剰余金が1,385百万円減少したこと等によるものであり、この結果自己資本比率は

29.8％（前連結会計年度末は29.9％）となりました。 

    

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  平成26年３月期の業績予想につきましては、平成25年５月13日公表の「平成25年３月期決算短信」に修正はござ

いません。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,459 4,603

受取手形及び売掛金 7,144 5,679

商品 12,921 11,852

原材料及び貯蔵品 902 792

前払費用 623 743

繰延税金資産 591 591

未収入金 3,925 2,581

その他 398 628

貸倒引当金 △127 △108

流動資産合計 31,838 27,364

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 14,077 14,068

減価償却累計額 △9,853 △9,899

建物及び構築物（純額） 4,224 4,168

機械装置及び運搬具 1,217 1,229

減価償却累計額 △886 △902

機械装置及び運搬具（純額） 330 327

工具、器具及び備品 8,101 8,100

減価償却累計額 △6,326 △6,330

工具、器具及び備品（純額） 1,775 1,770

土地 5,576 5,576

リース資産 1,017 1,091

減価償却累計額 △567 △562

リース資産（純額） 450 528

建設仮勘定 10 20

有形固定資産合計 12,367 12,391

無形固定資産   

ソフトウエア 1,607 1,517

その他 959 1,102

無形固定資産合計 2,566 2,619

投資その他の資産   

投資有価証券 597 640

長期貸付金 43 43

長期前払費用 286 267

繰延税金資産 1,872 1,869

敷金及び保証金 9,742 9,569

仕入先長期積立金 1,403 1,403

その他 56 54

貸倒引当金 △56 △51

投資その他の資産合計 13,944 13,796

固定資産合計 28,878 28,808

資産合計 60,717 56,172
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,302 11,066

短期借入金 480 820

1年内返済予定の長期借入金 7,909 7,774

未払法人税等 620 181

未払消費税等 388 328

未払費用 2,644 2,310

賞与引当金 1,128 1,545

役員賞与引当金 21 －

その他 2,373 2,454

流動負債合計 28,870 26,480

固定負債   

長期借入金 8,778 7,880

退職給付引当金 3,310 3,351

役員退職慰労引当金 555 568

商品保証引当金 362 363

資産除去債務 136 137

その他 482 549

固定負債合計 13,626 12,851

負債合計 42,497 39,331

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,852 2,852

資本剰余金 2,419 2,419

利益剰余金 13,294 11,908

自己株式 △539 △539

株主資本合計 18,026 16,640

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 118 124

その他の包括利益累計額合計 118 124

少数株主持分 74 76

純資産合計 18,220 16,841

負債純資産合計 60,717 56,172
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

売上高 31,304 33,065

売上原価 19,494 21,668

売上総利益 11,810 11,397

販売費及び一般管理費 11,869 12,174

営業損失（△） △58 △777

営業外収益   

受取利息 2 2

受取配当金 6 5

受取手数料 24 22

仕入割引 57 31

その他 32 28

営業外収益合計 123 90

営業外費用   

支払利息 60 51

支払手数料 10 8

売上割引 2 1

貸倒引当金繰入額 3 －

その他 4 2

営業外費用合計 81 64

経常損失（△） △17 △751

特別損失   

固定資産除却損 11 29

減損損失 33 32

特別損失合計 44 61

税金等調整前四半期純損失（△） △61 △813

法人税等 341 233

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △403 △1,046

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1 1

四半期純損失（△） △401 △1,047
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △403 △1,046

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △29 5

その他の包括利益合計 △29 5

四半期包括利益 △432 △1,040

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △430 △1,042

少数株主に係る四半期包括利益 △1 1
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該当事項はありません。   

   

該当事項はありません。   

   

Ｉ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△388百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△384百万円、

グループ会社間の未実現損益の調整による影響額△４百万円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報   

（固定資産に係る重要な減損損失） 

    当第１四半期連結累計期間において、固定資産にかかる重要な減損損失はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

  当第１四半期連結累計期間において、のれんの金額の重要な変動はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

  当第１四半期連結累計期間において、重要な負ののれん発生益はありません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  

報告セグメント

その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３

店舗販売 レンタル 
服飾卸

販売 
写真卸

販売 
計

売上高               

外部顧客への売上高  27,629  1,287  403  1,057 30,378 926  31,304  － 31,304

セグメント間の内部売上高

又は振替高  6  －  24  35 66  －  66  △66 －

計  27,636  1,287  428  1,092 30,444 926  31,371  △66 31,304

セグメント利益又は損失

（△） 
 229  54  74  △19 338 32  370  △388 △17
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△413百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△413百万円、

グループ会社間の未実現損益の調整による影響額△０百万円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報   

（固定資産に係る重要な減損損失） 

    当第１四半期連結累計期間において、固定資産にかかる重要な減損損失はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

  該当事項はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

  該当事項はありません。 

   

  

報告セグメント

その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３

店舗販売 レンタル 
服飾卸

販売 
写真卸

販売 
計

売上高               

外部顧客への売上高  29,088  1,218  419  1,045 31,770 1,294  33,065  － 33,065

セグメント間の内部売上高

又は振替高  －  －  23  27 50  －  50  △50 －

計  29,088  1,218  442  1,073 31,821 1,294  33,116  △50 33,065

セグメント利益又は損失

（△） 
 △458  44  34  △17 △398 60  △338  △413 △751
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